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お陰様で400号

轍

　「広報まつだい」が昭和23年の創刊（当時

は公民館新聞）以来、今月号で400号を迎えま

した。今後も「行政と皆さんのパイプ役」と

して、親しまれる広報作りを目指したいと思

いますので、ご愛顧のほどよろしくお願い致

します。
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一

　
“

　
“

　
“

『松代町若者∪夕一ン意識調査』から

　
現
在
、
町
で
は
「
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
条
例
」
の
制
定

や
町
営
住
宅
の
建
設
な
ど
に
よ
り
、
若
者
の
定
住
や
∪
タ

ー
ン
の
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
外
に
住
ん
で

い
ら
れ
る
若
者
の
希
望
者
（
八
十
人
）
に
対
し
て
は
、
「
広

報
ま
つ
だ
い
」
を
毎
月
送
付
し
、
町
の
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど

昭
和
四
十
年
生
ま
れ
以
降
の
四
百
八
十
五
名
に
広
報
な
ど

の
送
付
（
一
月
～
三
月
）
と
、
∪
タ
ー
ン
意
識
調
査
（
ア

ン
ケ
ー
ト
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
年

Q1松代町を離れて何年目ですか

1
人

i
人

4
人

4
人

2
人

8
人

2
人

4
人

4
人

8
人

4
人

3
人

Q
2
進
路
を
決
定
し
た
主
な
要
因
は

1234567891011年年年年年年年年年年年

親の要望　3人

Q3松代町の情報は

　
調
査
は
、
若
者
（
町
外
在
住
者
）
の
「
町
へ
の
関
心
の

度
合
い
」
　
「
町
の
情
報
の
把
握
状
況
（
情
報
源
）
」
「
ふ

る
さ
と
定
住
条
例
の
是
非
や
理
解
度
」
　
「
∪
タ
ー
ン
意
識

の
有
無
」
等
を
調
査
し
、
今
後
の
若
者
定
住
対
策
に
役
立

て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
回
収
率
は
一
割
弱
（
四
十
五

人
）
で
、
ち
ょ
っ
と
少
な
く
残
念
で
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
回
答
は
複
数
回
答
が
あ
る
た
め
、
人
数
は
必
ず

し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

　　　　観あまあ聞く34入
鱗欝　　　　　　　　　　　　　　　馴

①蓉圃　　③幌

志意　
　
人

の　
　
37

分自

洗生のアドバイス4人

その他　2人

Q5松代町への関心は

多少ある　254
譲藩難
撫菊y

→…
※
最
近
は
情
報
が
簡
単
に
入
手
で
き
る
の
で
、
自
分

ド

…
。
で
進
路
を
決
め
る
方
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
す
。

一

Q4松代町の情報は主に
　　誰から（Q3で①ま

　　たは②に○をつけた

　　人のみ）

両親から22人

その他12人

（広報6人）

人
　
人

3
　
　
　
3

親元瓶帰省

　じ糠ど剖8太

ぼと螺し、

近
／

　
　
松
代
町
に
住
む
友
人
か
ら

2
友
人
か
ら

ふ
る
さ
と
定
住
促
進
条
例

　
若
者
の
定
住
促
進
を
目
的
と
し
た

条
例
で
、
次
の
三
つ
の
祝
金
等
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

☆
新
規
就
労
者
報
奨
金

　
一
年
以
上
、
松
代
町
に
居
住
す
る

三
十
歳
未
満
の
U
タ
ー
ン
者
か
新
卒

者
で
、
民
間
企
業
（
自
営
も
含
む
）

に
就
労
し
、
今
後
も
引
き
続
き
定
住

し
よ
う
と
す
る
者
に
十
万
円
が
贈
ら

れ
ま
す
。

☆
結
婚
祝
金

　
松
代
町
に
居
住
し
て
い
る
人
が
婚

姻
届
け
を
し
、
今
後
も
引
き
続
き
居

住
す
る
場
合
、
一
組
に
五
万
円
の
祝

金
が
贈
ら
れ
ま
す
。

☆
出
生
祝
金

　
松
代
町
に
居
住
し
て
い
る
夫
婦
間

の
出
生
児
に
対
し
て
、
祝
金
が
贈
ら

れ
ま
す
。
第
一
子
、
第
二
子
は
三
万

円
、
第
三
子
以
降
は
五
万
円
。

▼
新
規
就
労
者
報
奨
金
該
当
状
況

平
成
二
年
度
　
2
0
人
（
男
1
2
女
8
）

平
成
三
年
度
　
1
5
人
（
男
9
女
6
）

　平
成
四
年
度
　
1
8
人
（
男
1
2
女
6
）

▼
結
婚
祝
金
該
当
状
況

平
成
二
年
度
　
1
5
組

平
成
三
年
度
　
n
組

　平
成
四
年
度
　
m
組

▼
出
生
祝
金
該
当
状
況

平
成
二
年
度
　
3
9
人
（
三
子
以
L
8
人
）

平
成
三
年
度
　
4
6
人
（
三
子
以
L
5
人
）

　平
成
四
年
度
　
1
8
人
（
三
子
以
L
5
人
）

（
注
　
平
成
四
年
度
は
1
2
月
末
現
在
）
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ノ

Q6現在の生活は

4
搬

まあまあ満足　27人

やや
　　　　一不満
　　　●8人

Q
7「
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
条
例
」

の
情
報
を
得
た
の
は

今回の

パン7レツト

（アンケートと
同封）

　　25i人

大変満足

勢
ら
3
人
ゴ

　
　
　
亀
ク

　
　
も
、
嚇

φ
肇

　
　
　
　
勿
4

広報議漁だ疑

　　9薦

……一…………一………→Q10どんな時に∪ターンを考えて

フ広今整通もま饗　いますか（Q9で「考えてい
参がま備勤しし就　　　る」と答えた人のみ回答）

親の面倒を見ること
になった時

「
就
職
先
が
見
つ
か
っ
た
時
」
が
一
番
に
な
り

ま
し
た
。
町
内
に
は
希
望
の
職
種
は
少
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
で
も
近
隣
市
町
村
に

通
勤
し
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
道
路

整
備
の
促
進
や
北
越
北
線
の
開
通
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
以
上
に
通
勤
も
容
易
に
な
り
、
職
種
も

広
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
　
（
下
の
グ
ラ

フ
参
照
）

Q11∪ターンを考える時、松代町のど←………”…”…一…”…”’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　んな点がもっと改善されれば良い　　　れでに現r
　　ですか　　　　　　　　　　　　　　　　犠ビ生套客

Q8　「定住促進条例」に対して、どんな

　　感想をお持ちですか

条鱗る蔵、でも

Q
9
松
代
町
へ
の
∪
タ
ー
ン
は

女
巴
人

女
巴
人

女
5
人
叩
”

考
え
て
い
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

現
在
で
は
、
幹
線
道
路
の
ほ
と
ん
ど
は
無
雪
化

に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
道
路
改
良
も
年
々
進
ん

で
い
ま
す
の
で
、
生
活
（
通
勤
等
）
に
は
、
そ

れ
ほ
ど
不
便
は
な
く
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

し
夕
1

僑
穀
交
衡
騎
轡
」

　
　
　
　
鰭
鍔
書
讐 薯

華
2

　
　
　
！
入

暴
境

考
え
て
い
る

→
…
※
U
タ
ー
ン
を
希
望
し
て
い
る
人
は
十
人
で
し
た
。

い

…
　
そ
の
内
の
七
人
は
当
町
を
転
出
後
、
五
年
未
満

い

…
　
の
人
で
し
た
。
　
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
と

い

…
　
い
う
人
が
二
十
三
人
で
、
特
に
女
性
が
多
く
な

い

…
　
っ
て
い
ま
す
。
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
、
ご
家

い

…
　
族
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く
過
ご
す
の
も
、
一
つ
の

い

…
　
人
生
か
と
思
い
ま
す
が
…
…
…
…
…
。

一一Q12松代町の∪ターンの呼びかけに対して

　　　　　　　　　　　　　その他
……一一→　　　　　　　迷惑だ　　／

￥
パ

別羅何と懸
懇わなも・

　9太
これからも続けて欲しい

　　　　34人

→…
※
希
望
者
に
は
今
後
も
広
報
の
送
付
等
、
町

ロ

…
　
の
情
報
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

一

∪
タ
ー
ン
者
の

　
　
　
　
　
勤
務
地
調
べ

（
新
規
就
労
者
報
奨
金
該
当
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
松

女
6
人

男
慧
戴

女
4
人

男
累
轟

女
4
人

誘
驚
太

女
2
人 男

2
人鑓

き
峯

男
－
人

（数字は年度単位、H4年は12月末現在）

女
2
人

男
－
人

男
ー
人

男
－
人

女
－
人

男
－
人

女
－
人

男
－
人

女
2
人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

浦川原村大島村村松町六日町柏崎市上越市十日町市
H4H3H2
松之山町
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娼

　
　
　
　
縣

総
灘
．
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轍
雑

鰯

難

撫
欄

乙

襲
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　り凸楯
“　此卿

鯉

、
聾

　
　
謹

，
「
．

．
萎

灘

●

　雛

墓撒

嚢

一
　
▼
】 L

』

難　
簿

灘　
　

羅
灘・

灘

　
　
轍

　
在
宅
福
祉
の
支
援
を
目
的
に
、
昨
年
六
月
か
ら
松
代
地
区
字

下
町
に
建
設
の
進
め
ら
れ
て
い
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
ほ
の
ぽ
の
園
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
は

約
三
億
七
百
万
円
（
国
県
補
助
一
億
円
）
で
、
建
物
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
延
べ
千
二
百
五
平
方
折
。
　
一
階
に
は
ボ
イ

ラ
ー
室
や
車
庫
、
二
階
に
は
日
常
動
作
訓
練
室
、
浴
室
、
食
堂

な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
お
年
寄

り
や
体
の
不
自
由
な
方
を
月
に
数
回
、
昼
間
だ
け
お
預
か
り
し

て
、
入
浴
・
食
事
・
機
能
回
復
訓
練
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・

生
活
指
導
な
ど
を
行
う
施
設
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
お
年
寄
り

な
ど
の
自
立
的
生
活
の
手
助
け
や
社
会
的
孤
独
感
の
解
消
、
心

身
機
能
の
維
持
向
上
と
介
護
す
る
家
族
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
紹
介
致
し
ま
す
。
な
お

オ
ー
プ
ン
は
四
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

、
醒
　
羅

☆
利
用
で
き
る
方

①
原
則
と
し
て
6
5
歳
以
上
の
虚
弱
な

　
方
（
寝
た
き
り
の
方
も
含
む
）
。

②
身
体
の
不
自
由
な
方

☆
利
用
回
数

週
一
～
二
回
程
度

☆
利
用
時
間

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

（
土
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年

始
は
休
み
）

☆
サ
ー
ビ
ス
内
容

①
送
　
迎

　
車
イ
ス
や
担
架
が
利
用
で
き
る
リ

　
　
フ
ト
付
き
バ
ス
等
に
よ
る
送
迎

②
給
食
サ
ー
ビ
ス

　
栄
養
価
を
考
え
た
食
事
、
健
康
状

　
態
に
応
じ
た
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
。

③
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
で
入
浴
。
横

に
な
っ
た
ま
ま
で
入
浴
で
き
る
特
殊

浴
槽
を
設
置
．

④
健
康
チ
ェ
ッ
ク

⑤
生
活
指
導

⑥
日
常
動
作
訓
練

⑦
養
護

⑧
家
族
介
護
教
室

盈
は
七
－
三
七
〇
〇
で
す

4



　　　　　　　　　　　1，

　　　　　　　　　　藝　　　　　　　　灘
　　　　　　　雛

　　　　　　　盤

　　　　　　韻

　　　　　　

醐

鰯翻
灘…騒．

測rl般
浴
室

ス
ロ
1一
プ

．醗嚢
1…1萎萎…1…1…iii難

騰…………il

　　響…轍翻＿灘攣

　　　　、魁

　　　　　　　　　萎………………難…1…1………1而

食堂（奥は座敷の食堂）

糠　　馨
　　　1

蒙．

醗翻・講　　　一
　　　　　　　　　　　　簸
　　　　　　　　　　　　　婆嚢

襲難，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．ノ篭　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　擬i

騰
，講

灘灘灘……黙

O　　D　N

　　　D　N

　　　U　P

D　N

・〈）　D　N

検収室

一

食品庫

一
厨　房

一

特殊浴室

物置

…

一

一

浴室 浴室

　一

脱衣室

便所
騨

風除室…

　　　　相談室

き 　一　　　一1

物置

食　堂

準備室
DN

脱衣室
物置

一　リ

　ネ
　ン
　庫U　P 1

玄
関

ス
ロ
1
プ

ス
ロ
1
プ

押入
　　　　　■●

口 物置 6更衣室．湯沸室

受付

　　事務室

　　　　　O

　　　「
休養室　。

福祉情報提供コーナー

（福祉機器等展示コーナー） o i　h
・研修室

l
l休憩室 一　　　　り　　　　　｝　　　　■

日常動作訓練室 集会室

縣…”㎜’轟備　　　　　　　　　　　嚢懸…葦1灘

　　　　　　　　　購鯖瑚i繊、　　悼』｝A㌔’A一　　　　仰w「配鰍岬醒舶””岬　　　津鴨曽剛層欄瓢

羅，

鐡鑛

撒

　
　
　
翻
、
凌

　
葬
…
繕
舞
疑

∞∞

　
、
饗
麟
多

灘撫

翻
ー

灘

難
、

　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
鰹
♂

　
　
馨
懸
萎
茎
爾
．
　
、
、
博
、
　
㎜
、
難

　
　
横
に
な
っ
た
ま
ま
で
入
浴

　
　
で
き
る
特
殊
浴
室
と
浴
槽

1　『　　募構

ち
、

鱒撚
黙

難

騰

鰯1

　　　　螺　　型㎜
鐡
、

厨房7（調理場）

藁

集会室（17．5畳、手前）と研修室
（15畳）

灘
日
常
動
作
訓
練
室

8
時
3
0
分

9
時
o
o
分

－o

時
o
o
分

10
時
3
0
分

11
時
3
0
分

12
時
1
0
分

13
時
3
0
分

1515
時時
3000
分分

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

送
迎
バ
ス
出
発

健
康
チ
ェ
ッ
ク

入
浴

昼
食

食
後
の
休
憩
（
昼
寝
）

日
常
動
作
訓
練

工
作
・
娯
楽

生
活
指
導

お
茶
・
お
や
つ

送
迎
バ
ス
出
発

☆
科
用
申
し
込
み

　
利
用
は
登
録
制
で
す
の
で
、
利
用

ご
希
望
の
方
は
、
役
場
住
民
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

利
用
灘
金
豪

サービス名 利　用　料

入
　
　
浴

特殊入浴 500円

一般入浴 200円

食　　　事 300円

5



運
動
会
な
ど
た
く
さ

を
胸
に
、
松
代
中
学
校

今
年
の
卒
業
生
は
六
十

義
務
教
育
を
終
え
た
生

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
目

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ぞ
れ
違
っ
て
も
、
大
き

て
、
大
き
な
目
標
に
向

強
く
羽
ば
た
い
て
く
れ

よ
う
。

雛謹

石口久司　中学校で石ロ克行　中学校生　池田星児　どんなこ

学んだことを、高校　活で学んだ事を一生　とがあっても、くじ

に入っても生かして　生かして頑張1）たい　けず頑張って行きた

いきたいです。　　　と思います。　　　　いです。

　　　　　　　　　　　　　のり　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロド　　　　　　　　　ド　ドのロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　ごロ
関谷成寿　高校でも　鈴木健宣　中学校生　鈴木悟　中学校生活　嶋田健太郎　今まで　小堺清治　中学校生　小野島政樹　勉強に

明るくいきたい。　　活の思い出を、いつ　で学んできたことを　の思い出を大切にし　活の思い出を大切に　スポーツに一生懸命

　　　　　　　　　までも大切にしたい　生かし、入試に向け　て、自分の夢に向け　して、今後も頑張っ　がんばりたいです。

　　　　　　　　　です。　　　　　　　て頑張1）たいです。　てがんばりたいです。て行きたいです。

6



湯
φ
時
キ
・
み
は
…
0
歳
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
民
が
．
王
フ
ィ
ー
バ
ー
”
に
酔

こ
の
年
こ
ん
な
出
来
事
　
　
　
　
　
　
　
。
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
れ
ま
し
た
ま
た
ピ
ン
ク
レ

　
今
年
の
卒
業
生
は
昭
和
5
2
年
と
　
デ
ィ
ー
の
人
気
も
と
ど
ま
る
こ
と

53

年
生
ま
れ
。
こ
の
年
が
ど
ん
な
　
を
知
ら
ず
、
ス
ー
パ
ー
カ
ー
や
力

年
だ
っ
た
の
か
、
紹
介
し
ま
し
ょ
　
ラ
オ
ケ
も
大
変
な
ブ
ー
ム
に
な
り

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

　
昭
和
5
2
年
に
は
、
内
閣
広
報
室
　
　
昭
和
5
3
年
は
”
逆
転
の
年
”
と

の
調
査
が
「
国
民
の
9
割
が
自
分
　
呼
ば
れ
、
不
況
が
定
着
し
、
企
業

を
中
流
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
　
倒
産
が
相
次
い
で
起
き
た
1
年
で

結
果
を
発
表
。
し
か
し
経
済
環
境
　
し
た
。
ま
た
、
成
田
の
新
東
京
国

は
明
る
く
な
く
、
不
況
が
長
引
き
　
際
空
港
も
1
万
3
0
0
0
人
の
機

就
職
難
時
代
を
迎
え
、
公
務
員
試
　
動
隊
の
厳
戒
の
中
、
5
月
2
0
日
に

験
に
応
募
者
が
殺
到
し
ま
し
た
。
　
開
港
。
時
代
を
反
映
し
て
か
、
ア

一
方
、
野
球
の
王
選
手
が
7
5
6
　
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
ガ
ル
ブ
ル
イ

本
塁
打
を
放
ち
世
界
新
記
録
を
樹
　
ス
著
の
”
不
確
実
性
の
時
代
”
が

立
、
国
民
栄
誉
賞
第
1
号
と
な
り
　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

高橋和広　自分の夢　関谷欣　がんばりた　関谷努　勉強にスポ

に向けてがんばりた　いと思います。　　　一ツにがんばりたい

いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　と思います。

柳善輝　中学校生活　萬羽隆幸　これから　高橋真一　中学校の

で学んだことを生か　は自分に責任を持ち、思い出を大切にして、

し、高校でも勉強に　人に迷惑をかけない　自分の夢に向けて頑

頑張りたいです。　　ような行動をしたい。張りたいです！ク

関谷真希子　友達を　関谷望美　人に頼ら　小松千恵子　中学校　笠原千里　みんなと　石ロ香織　卒業後は　米持岳士　中学校で　山賀洋平　中学校生

大切にしてなんでも　ず一生けんめい、が　で学んだことをばね作った思い出を大切今まで学んだことを　学んだことを、高校活で得た経験を生か

こなせるようにがん　んばりたいです。

ばりたいと思います。

　　　　蟹鯉

嚢　癒
，灘i　灘騰

　　ド
　鰯　　　灘葦
　　　誕

　灘誌

萎灘

撒轍

　　　　ゆ

　　％　　吻

に、がんばっていき　に、またたくさんの　生かして精一杯頑張　でいかして頑張りた　し、高校生活をハッ

たいです。　　　　思い出を作りたい。　りたいと思います。　いと思います。　　　ピーにしたいです。

灘、嚢
毒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、向鮭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋸　　　　　　　　　　　　　　　黙藝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釜

％1

繊
繍
、　
麗

山岸ゆみ子　何事に　山岸真弓　中学校生　柳香菜子　友達を大　室岡美津子　中学校　萬羽綾子　中学を卒　永井美穂　中学校で　高橋優子　中学校で

も努力して一生懸命　活で学んだことを生切にしたいと思いま　で学んだこと以上に　業したら、人に頼ら　の思い出を大切にし　学んだことをこれか

がんばりたいです。　かしこれからの生活　す。　　　　　　　　これからもいろいろ　ないよう頑張りたい　て頑張りたいと思い　らも大切にしていき

　　　　　を良いものにしたい。　　　　　　　　　学びたいです。　　　です。　　　　　　　ます。　　　　　　　たいです。

五十嵐孝志　高校に　相沢智幸紀　3年間　若井ゆうこ　これか

行ったらいろんなこ　学んできたことを生　らは他人になるべく

とに挑戦してみたい　かし、これから先頑　迷惑がかからないよ

と思う。　　　　　　張りたいと思います。うに行動したいです。

で学んだことを、こ　活をもとにがんばっ　生活で学んだことを　購灘麟鰻

れからの生活に生か　ていきたいです。　　大切にして頑張りた　　　　　＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　したいと思います。　　　　　　　　　　　いですo　　　　　　　　㎜牌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一難欝関浩志　中学校生活　小堺勝己　中学校生　五十嵐孝広　中学校　、灘辮

　
　
禰

灘
…
P

、
綴
稿
’
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場
φ
時
キ
・
み
は
…
0
歳
麟

ス
ポ
ー
ツ
ト
ピ
ッ
ク
ス

昭
和
52
年

●
王
選
手
、
世
界
新
の
7
5
6
号

／
9
月
3
日
、
対
ヤ
ク
ル
ト
戦
で

7
5
6
号
を
放
ち
、
世
界
新
樹
立

●
全
米
女
子
プ
ロ
・
ゴ
ル
フ
に
樋

口
久
子
優
勝
／
6
月
1
2
日
、
同
大

会
で
樋
口
久
子
が
優
勝
し
、
賞
金

2
万
2
5
0
0
ド
ル
を
獲
得
。

●
女
子
バ
レ
ー
が
三
冠
に
／
n
月

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝
、
4
9

年
の
世
界
選
手
権
、
5
1
年
の
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
優
勝

と
三
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

中村雅次　中学校生　高橋伸幸　中学校で　草村大介　中学校生

活で学んだ事すべて　学んだことを大切に　活で習ったことを、

を高校での生活に生　し、これからも勉強　思いっきり生かして

かしたい。　　　　　に頑張りたいです。　いきたいです。

昭
和
5
3
年

●
ヤ
タ
ル
ト
初
優
勝
／
ヤ
ク
ル
ト

が
球
団
創
立
2
9
年
目
で
初
優
勝
。

日
本
シ
リ
ー
ズ
に
も
勝
っ
て
広
岡

達
郎
監
督
が
男
を
上
げ
ま
し
た
。

●
青
木
世
界
制
覇
／
1
0
月
1
6
日
、

英
国
の
世
界
マ
ッ
チ
プ
レ
：
・
ゴ

ル
フ
選
手
権
で
青
木
功
プ
ロ
が
初

優
勝
。

●
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
誕
生
／
1
0
月

12

日
、
西
武
鉄
道
グ
ル
ー
プ
が
ク

ラ
ウ
ン
ラ
イ
タ
i
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

を
買
収
。

室岡暁　中学校生活　村山由貴男　この3　馬場茂寿　中学校生

のいやなことを土台　年間で学んだ全ての　活で学んだことを生

にして前に進みたい　ことをこれからの生　かして、がんばりた

と思います。　　　　活に役立てたいです。いと思います。

薩、躍棚■陽％　網　　　〆　腿難　 　．　　 　　　　　　　縣屑　　　　 ＿　　　 　　 　　　登。‘F　　　「．繭

＿、・』

相沢星子　自分の夢　若井由和　高校に行　山本智史　中学校で　柳竜一　中学校で習　柳雅志　中学校での　柳貴行　これからも　柳和徳　中学校で学

が叶うように、その　ったら新たな目標を　の思い出を大事にし　ったことを見直して　思い出を大切に、自　中学校で学んだこと　んだことをこれから

　　　へ夢に向けてがんばろ　立て、いろいろなこ　て、これからもがん　自分の決めた夢に向　分の夢をしっかり持　を生かし、がんばり　生かしていきたい。

うと思います。　　　とに挑戦したい。　　ばりたいと思います。かい頑張りたいです。って頑張りたいです。たいです。

生　関谷知子　中学校生　佐藤保子　中学校生　佐藤奈津代　　「楽し

に　活の思い出を大切に　活の中で学んだこと　かったdって、思い

て　してこれからもいろ　を大切にし、これか　っ切り言えるような

　　いろ頑張りたいです。らも頑張りたいです。年にしたいです。

、

網■聾　　．　萎11…1　 ．ミ謡謬髪欝
村山洋子　中学校生　松澤悦子　高校に入牧野三恵子卒業は

活で学んだことを大　っても、中学校生活　次の人生の出発なの

切にしてがんばりた　でのことを忘れず頑　で、これからの夢に

いです。　　　　　張りたいです。　　向け頑張りたいです。

若井聖美　中学3年　米持幸　中学校生活　柳亜希子　中学校で

間の宝物、将来へと　で学んだことを生か　学んだことを大切に

努力したことは大事　し、これからも頑張　して、これからも生

にしていきたいです。っていきたいです。　かしていきたいです。

初谷博・子　3年間の　富澤七重　中学校生　富澤千春　高校生に　高橋弘実　中学校

中学校生活をもとに　活で学んだ事を高校　なれたら、もう少し　活の思い出を大切

将来の夢に向かい頑　でも生かしてこれか　マジメになろうと思　これからも頑張っ

張ってゆきたいです。らも頑張りたいです。っています。　　　　いきたいです。

壕
φ
時
キ
・
み
は
…
0
歳
灘

人
気
独
占
！
ア
レ
コ
レ

昭
和
52
年

昭
和
5
3
年

〈
歌
で
は
〉

U
F
O
（
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
）
雨
や

ど
り
（
さ
だ
ま
さ
し
）
津
軽
海
峡

冬
景
色
（
石
川
さ
ゆ
り
）

〈
映
画
で
は
〉

邦
画
／
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

（
山
田
洋
次
）
洋
画
／
ロ
ッ
キ
ー

（
J
・
G
・
ア
ヴ
ィ
ル
ド
セ
ン
）

〈
流
行
語
で
は
〉

イ
ワ
テ
ケ
ン
。
ト
ン
デ
レ
ラ
、
シ

ン
デ
レ
ラ
。
母
さ
ん
、
僕
の
あ
の

帽
子
ど
こ
に
い
っ
た
ん
で
し
ょ
う

ね
。
よ
っ
し
ゃ
、
よ
っ
し
ゃ
。

〈
歌
で
は
〉

い
い
日
旅
立
ち
（
山
口
百
恵
）
時

間
よ
止
ま
れ
（
矢
沢
永
吉
）
透
明

人
間
（
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
）

〈
映
画
で
は
〉

邦
画
／
サ
ー
ド
（
束
陽
一
）

洋
画
／
ア
ニ
ー
・
ホ
ー
ル
（
ウ
ッ

デ
ィ
・
ア
レ
ン
）

〈
流
行
語
で
は
〉

ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
。
あ
ん
た
が

主
役
。
小
さ
な
親
切
、
大
き
な
お

世
話
。
な
ー
ん
ち
ゃ
っ
て
。
フ
ィ

バ
ー
。
窓
際
族
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1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i生き！薯舌き！　　　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　　人生のために　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
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！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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i◎環境にやさしい文化　i
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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棚
，
｝

◆
　
0
　
◇

◆
　
　
　
　
◆

環境学習と生涯学習

”08

　　　　　　　　　　　テレビを見ていたら、世界の人口爆発について報じていました。今、世界で

　　　　　　　　　　1は1秒間に3人ずつ、1日に25万人の割合で人口が増え続けているそうです。

　　　　　　　　　　　このまま増え続ければ21世紀の中ほどで、世界人口は100億人（現在5
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
i環境庁に設けられていたi5億人）に達するであろうと予測していました．この世界人・の増加は、人類

1　「環境と文化に関する懇談　l
i　　　　　　　　　　　　　i史上始まって以来のことで人口爆発と言われています。
i会」が提唱した考え方です。i
l　　　　　　　　　　　　　l　ブラジル・アマゾン川流域の原生林がこのところ急激に開発されて問題にな
・環境問題は人類の生存を左　・
l　　　　　　　　　　　　　　i
i右する重要課題と位置づけ、i　影）ました・人口増加と・文明社会の到来は地下資源●エネルギー資源の大量消
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
1その解決方法を検討しまし　1費となり、結果として自然破壊や環境汚染につながるというものです。今世界
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
iた・　　　　　　　　　　　iでは、人口爆発が起因する環境問題と、高度な文明社会によって引き起こされ
i　　　　　　　　　　　　　　！
1　この解決策の1つとして、l
l　　　　　　　　　　　　　l　る環境問題と2つの環境問題の解決を迫られています。
1私たち人間の日常生活を変　i
i　　　　　　　　　　　　　　i　最近では、各国で自然破壊や環境汚染を国をあげて防止しようとする取り組
1革し『環境にやさしい文化』l
iの実現を提言しました．　iみから・自然環境の開発事業に一定の帝1限を設けようとする動きが捌ます・
i　　　　　　　　　　　　　　i
l　環境庁では、この提言を　iまた、私たちの高度な物質文明と豊かな自然環境との共存を図るために、環境
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
i受けてr環境文化村の構想」　i学習の大切さが叫ばれています。
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
i補品の「環境へのやさしiもう渡私たちの生活を見つめ直す必要があるのではないでしょうか．新し

1さ度」の評価など新規政策　l
i　　　　　　　　　　　　　iい環境に対する認識と、一人一人の自然に対する優しい働きかけが、今後ます
iを打ち出しています。　　　i
し一＿＿．一＿．一．．＿、．＿．、、一、、＿＿．1　ます大切になってくるものと思います。

み
ん
な
が
加
入
す
る
「
国
民
年
金
」

　
　
　
　
　
　
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
、
年
々
　
　
　
厚
生
年
金
、
公
務
員
は
共
済
組
合
、

延
び
て
お
り
、
今
や
世
界
一
の
長
　
　
　
そ
し
て
自
営
業
や
農
業
を
営
む
人

寿
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
が
国
民
年
金
、
と
思
わ
れ
て
い
る

　
将
来
、
現
役
を
引
退
し
て
長
い
　
　
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
　
　
　
こ
の
よ
う
な
方
は
す
べ
て
、
公
的

た
め
に
、
今
か
ら
老
後
設
計
を
立
　
　
　
年
金
の
基
盤
で
あ
る
「
国
民
年
金
」

て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
　
　
　
の
加
入
者
な
の
で
す
。

た
、
思
わ
ぬ
病
気
や
け
が
で
障
害
　
　
　
　
年
金
制
度
は
、
若
い
世
代
が
保

者
に
な
っ
た
り
、
一
家
の
働
き
手
　
　
険
料
を
納
め
て
お
年
寄
り
の
世
代

を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
、
な
い
　
　
　
の
年
金
を
支
え
、
そ
れ
が
同
時
に

と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
自
分
自
身
の
年
金
に
つ
な
が
る
「

　
そ
ん
な
老
後
の
保
障
や
、
い
ざ
　
　
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
」
の
仕

と
い
う
と
き
に
暮
ら
し
を
支
え
て
　
　
　
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
れ
る
の
が
「
国
民
年
金
」
で
す
。
　
　
　
　
国
民
年
金
に
ま
だ
加
入
し
て
い

　
国
民
年
金
に
は
、
国
内
に
住
む
　
　
　
な
い
方
は
必
ず
加
入
し
て
、
み
ん

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
す
べ
　
　
　
な
で
国
民
年
金
制
度
を
育
て
て
い

て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。
年
金
と
　
　
　
き
ま
し
ょ
う
。

い
う
と
、
　
一
般
的
に
は
会
社
員
は

魍
曝
盤
四
月
ノ
一
〇
、
五
〇
〇
円
に

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
　
　
　
　
年
金
制
度
を
将
来
的
に
安
定
し

五
年
四
月
分
か
ら
月
額
一
〇
、
五
　
　
　
た
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
年
金

○
○
円
（
付
加
年
金
加
入
の
方
は
　
　
　
給
付
と
保
険
料
の
バ
ラ
ン
ス
が
保

一
〇
、
九
〇
〇
円
）
に
な
り
ま
す
。
　
　
た
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
完
全
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
り
、
　
　
　
だ
れ
も
が
安
心
し
て
老
後
を
迎

平
成
五
年
度
も
年
金
額
が
引
き
上
　
　
　
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
皆
さ

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
保
　
　
　
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

険
料
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
　
　
　
し
ま
す
。

す
。
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訓　F

監
回

　
　
　
　
8

堕
鋤

馳監
距
離
競
撲

堕　
　
　
　
　
　
（
松
代
町
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
周

馳
　
　
　
　
▼
小
学
四
年
轡
・
女
子

劉
器
弊
艶
縫
腿

留
　
　
　
　
③
斎
藤
奈
緒
美
　
1
3
分
5
0
秒
（
北
山
）

　
　
　
　
▼
小
学
五
年
・
女
子

　
　
　
　
③
相
　
　
良
美
　
n
分
58
秒
（
孟
地
）

　
、
、
ノ
／

憩
　
　
　
，
．
　
＼

　　　　「
　　岬　　』『｛　・軍v　　・辞

．
藩
灘
澱
、

騰
む
備

、
雛

蔓

（
2
月
1
4
日
開
催
）

▼
小
学
六
年
・
女
子

①
池
田
友
紀
子
　
1
1
分
0
2
秒
（
北
山
）

②
小
松
千
恵
美
　
n
分
0
5
秒
（
奴
奈
川
）

③
柳
　
　
聖
子
　
n
分
2
0
秒
（
孟
地
）

▼
小
学
四
年
・
男
子

①
宮
澤
　
健
二
　
n
分
0
5
秒
（
松
代
）

②
池
田
　
吉
聡
　
1
2
分
0
0
秒
（
北
山
）

③
柳
　
　
貴
士
　
1
2
分
1
9
秒
（
孟
地
）

▼
小
学
五
年
・
男
子

①
山
本
　
拓
志
　
1
4
分
5
9
秒
（
孟
地
）

②
小
堺
　
隆
寛
　
1
5
分
58
秒
（
蓬
平
）

③
池
田
　
　
敦
　
1
6
分
0
9
秒
（
北
山
）

▼
小
学
六
年
・
男
子

①
室
岡
伸
宏

②
相
澤
秀
幸

③
柳
　
　
直
行

▼
中
学
・
女
子

①
高
橋
陽
子

②
小
堺
あ
ゆ
み

③
西
潟
幸
子

▼
中
学
・
男
子

①
若
井
由
和

②
田
辺
　
一
幸

③
佐
藤
茂
樹

▼
小
学
校
女
子

13
分
1
6
秒
（
松
代
）

13
分
2
0
秒
（
松
代
）

13
分
5
9
秒
（
孟
地
）

12
分
4
2
秒

13
分
2
7
秒

14

分
02
秒

22
分
5
0
秒

23
分
2
7
秒

24
分
03
秒

リ
レ
ー
2
キ
ロ
×
3
人

①
奴
奈
川
小

（
関
祥
枝
、
小
松
千
恵
美
、
関
郁
枝
）

②
北
山
小

（
池
田
友
紀
子
、
池
田
茜
、
斎
藤
由
香
里
）

③
孟
地
小

（
柳
聖
子
、
柳
良
美
、
小
嶋
真
弓
）

▼
小
学
校
混
成

①
儀
明
小

（
小
堺
公
美
晴
、
仲
村
恵
、
小
堺
寿
幸
）

②
蒲
生
小

（
柳
裕
介
、
田
辺
祐
美
、
草
野
明
子
）

③
蓬
平
小

（
若
井
竜
矢
、
斎
藤
恵
美
子
、
小
堺
隆
寛
）

▼
小
学
校
男
子

①
松
代
小
A

（
室
岡
伸
宏
、
小
堺
強
司
、
相
澤
秀
幸
）

②
松
代
小
B

（
山
賀
歩
、
関
谷
芳
明
、
宮
澤
健
二
）

③
孟
地
小
A

（
柳
直
行
、
若
月
知
宏
、
石
田
一
）

ア
ル
ペ
ン
競
技

　
（
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
）

▼
小
学
六
年
・
男
子
（
松
小
の
み
）

①
大
野
　
友
斉
　
1
分
3
1
秒
2
2

②
石
口
　
　
淳
　
1
分
4
4
秒
3
6

③
五
十
嵐
大
介
　
2
分
02
秒
7
5

　
　
し

▼
小
学
五
年
以
ト
・
男
子
（
松
小
の
み
）

①
山
賀
　
博
史
　
1
分
2
6
秒
0
3

②
市
川
　
悟
司
　
1
分
2
7
秒
1
9

③
樋
口
　
敏
幸
　
1
分
3
1
秒
2
3

▼
小
学
六
年
・
女
子
（
松
小
の
み
）

①
小
嶋
ひ
ろ
み
　
2
分
0
5
秒
8
7

②
富
澤
可
奈
子
　
2
分
0
6
秒
8
5

③
関
谷
な
つ
き
　
2
分
1
3
秒
3
5

▼
小
学
五
年
評
・
女
子
（
松
小
の
み
）

①
村
山
　
梢
枝
　
1
分
2
4
秒
1
8

②
瀬
沼
　
樹
里
　
1
分
4
5
秒
7
1

③
鈴
木
　
宏
美
　
2
分
03
秒
6
5

▼
中
学
生
・
男
子

①
瀬
沼
　
由
則
　
1
分
1
4
秒
3
4

②
米
持
　
輝
幸
　
1
分
1
7
秒
9
2

③
相
澤
　
銀
次
　
1
分
2
0
秒
2
4

▼
中
学
生
・
女
子

①
本
柳
理
恵
子
　
1
分
2
5
秒
39

▼
一
般
・
男
子

①
室
岡
　
秀
貴
　
1
分
1
5
秒
28

②
樋
口
　
隆
夫
　
1
分
1
7
秒
9
6

③
鈴
木
　
圭
一
　
1
分
2
0
秒
3
1

▼
一
般
・
女
子

①
高
橋
ハ
ル
ミ
　
ー
分
3
0
秒
7
5

▼
幼
　
年

①
鈴
木
　
久
代
　
2
分
1
5
秒
91

▼
小
学
五
年
以
ド
・
男
子
（
松
小
の
み
）

①
柳
　
　
栄
紀
　
2
分
1
2
秒
2
7

②
柳
　
　
大
祐
　
2
分
53

秒
5
5

③
石
口
　
北
斗
　
3
分
1
5
秒
8
8

▼
小
学
六
年
・
女
子
（
松
小
の
み
）

①
小
嶋
ひ
ろ
み
　
2
分
2
0
秒
2
7

②
富
澤
可
奈
子
　
2
分
2
7
秒
4
1

蹴
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

履
勝
山
崖
示
雄
（
松
代
郵
便
局
）
鰍

槻
二
位
　
牧
野
　
正
人
（
松
代
）
　
鰍

槻
三
位
　
高
野
　
義
男
（
松
代
）
　
槻

槻
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

槻
四
位
　
石
野
　
英
二
（
木
和
田
原
議

職
五
位
　
小
堺
義
輝
（
儀
明
）
　
鞭

槻
六
位
　
米
持
　
敏
雄
（
室
野
）
　
鰍

槻
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

槻
∩
闘
圏
圏
　
鰍

槻
　
（
2
月
2
1
日
　
総
合
セ
ン
タ
ー
）
鰍

㎜
目
（
二
段
～
一
級
」

蹴
優
勝
　
山
岸
｛
示
雄
（
松
代
郵
便
局
議

槻
二
位
　
間
嶋
浩
二
郎
（
第
四
銀
行
）
蹴

㎜
断
謂
螺
鐸
校
）
　
∞

槻
優
勝
　
古
田
島
徳
夫
（
松
代
高
校
）
鰍

槻
二
位
　
石
野
　
勝
（
木
和
田
原
）
鰍

槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

断
三
位
　
樋
口
　
昭
一
（
松
代
）
　
鰍

槻
圓
凶
（
三
級
～
五
級
）
　
鰍

槻
優
勝
　
植
木
　
直
栄
（
松
代
）
　
鰍

槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

槻
二
位
　
竹
内
　
康
夫
（
室
野
）
　
槻

蹴
三
位
　
草
村
　
　
昇
（
室
野
）
　
鰍

鴇
薯
蜜
馨
馨
蜜
蜜
馨
蜜
多
馨
§
島

③
関
谷
な
つ
き
　
2
分
2
9
秒
3
7

▼
小
学
五
年
以
下
・
女
子
（
松
小
の
み
）

①
柳
　
　
優
花
　
2
分
2
7
秒
52

②
市
川
　
祥
子
　
2
分
3
2
秒
6
5

③
中
村
由
紀
子
　
2
分
5
7
秒
4
2

▼
中
学
生
・
男
子

①
瀬
沼
　
由
則
　
1
分
2
5
秒
4
3

②
相
澤
　
銀
次
　
1
分
5
3
秒
4
7

▼
一
般
・
男
子

①
室
岡
　
秀
貴
　
1
分
3
3
秒
n

▼
一
般
・
女
子

①
高
橋
ハ
ル
ミ
　
2
分
04
秒
O
O
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校
・

ぴ
吉
鳳

代
蝋

：
姪

若
井
憲
一

松
代

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
で
活
躍

し
た
人
等
に
贈
ら
れ
る
松
代
町
体
育

協
会
表
彰
に
、
今
年
度
は
松
代
高
校

関谷協会長より表彰される
若井さん（右）

さ
ん
と
柳

町
体
育
協

ス
キ
i
部
の
若
井
憲
一
さ
ん
と
、
同

陸
上
部
の
柳
昭
平
さ
ん
が
選
ば
れ
、

二
月
二
十
七
日
、
同
校
体
育
館
に
お

い
て
関
谷
甲
子
夫
協
会
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
若
井
さ
ん
は
距
離
ス
キ
ー
で
、
今

冬
の
第
四
十
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ

i
大
会
の
男
子
リ
レ
ー
四
位
入
賞
を

始
め
、
各
種
大
会
で
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
柳
さ
ん
は
、
第
三
十
一
回
北

信
越
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
「
走

昭
平
さ
ん
に

会
表
彰

表彰される柳さん（右）

り
高
跳
の
部
」
で
優
勝
す
る
な
ど
の

活
躍
に
よ
り
、
表
彰
さ
れ
た
も
の
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
谷
甲
子
夫
、
ん
晴
れ
の
受
賞

第

　
地
域
医
療
な
ど
住
民
健
康
の
担
い

手
を
表
彰
す
る
第
二
十
一
回
県
医
療

功
労
賞
（
読
売
新
聞
主
催
、
厚
生
省

後
援
）
に
大
正
医
院
医
師
、
関
谷
甲

子
夫
さ
ん
が
選
ば
れ
、
二
月
十
九
日
、

県
庁
で
佐
藤
廣
治
県
環
境
保
健
部
長

弩琴

糠
、

・噸◎

蝿灘

聾

　　　　嚢　　　鍛譲議講

21
気軽に話し掛けて診察する関谷
さん・（左）

回
県
医
療

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
谷
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
一
年
に

郡
内
唯
一
の
産
婦
人
科
医
を
開
業
。

そ
の
五
年
前
か
ら
同
医
院
で
内
科
を

開
業
し
た
弟
の
力
さ
ん
と
協
力
し
、

豪
雪
地
の
地
域
医
療
に
取
り
組
み
、

多
い
時
に
は
、
年
間
出
産
取
り
扱
い

件
数
が
百
四
十
件
に
も
達
す
る
忙
し

さ
の
中
で
、
地
域
で
初
め
て
の
外
科

産
科
の
手
術
を
行
い
、
多
く
の
命
を

救
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
時
は
道
路
も
未
整
備
の
た
め
、

半
数
の
集
落
へ
の
往
診
は
夏
で
も
徒

功
労
賞

歩
、
真
冬
に
急
患
で
呼
ば
れ
、
片
道

十
キ
。
以
上
も
雪
の
中
を
歩
き
、
丸
一

日
費
や
し
た
こ
と
も
。
ま
た
住
民
の

衛
生
状
態
を
良
く
す
る
た
め
、
町
に

も
働
き
か
け
な
が
ら
生
活
改
善
に
努

め
ら
れ
る
な
ど
の
功
労
に
よ
り
、
今

回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
「
辺
地
医
療
の
苦
労
を
認
め
て
も

ら
え
た
の
が
大
変
う
れ
し
い
。
最
初

の
こ
ろ
は
交
通
手
段
が
な
く
本
当
に

大
変
で
し
た
」
と
語
り
、
　
「
命
の
あ

る
限
り
決
し
て
放
棄
は
し
な
い
」
と

意
欲
を
燃
や
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

雪
寒
地
帯
委
員
長

当

町

　
豪
雪
地
帯
の
現
状
を
視
察
し
、
今

後
の
国
の
施
策
に
生
か
し
た
い
と
二

月
五
日
、
吉
川
芳
男
国
土
開
発
雪
寒

地
帯
委
員
長
、
佐
々
木
秀
一
国
土
庁

長
官
官
房
審
議
官
な
ど
一
行
七
名
が

当
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
前
日
の
四
日
は
長
岡
市

小
千
谷
市
な
ど
を
視
察
。
翌
五
日
は

十
日
町
市
を
視
察
後
、
午
前
十
時
四

十
分
過
ぎ
松
代
町
役
場
前
に
到
着
。

早
速
、
役
場
四
階
議
員
控
室
に
お
い

て
、
関
谷
町
長
や
高
橋
建
設
課
長
か

ら
町
の
現
状
説
明
や
、
克
雪
対
策
に

関
す
る
陳
情
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
一
行
は
、
地
元
住
民
が
出

迎
え
る
中
、
国
土
庁
の
雪
国
快
適
環

噸
馨
騨
　
　
‘
∞
購
、

、
親
農
棚

融麗

発開
　
　
土

　
灘
醐

　
臨蝿

騒

　撫

搬

境
整
備
事
業
に
よ
り
建
設
さ
れ
た

「
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
」
を

視
察
し
、
次
の
視
察
地
安
塚
町
に
向

か
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
陳
情
で
は
「
屋
根

付
き
共
同
車
庫
建
築
の
補
助
制
度
の

拡
大
」
「
「
冬
期
集
落
保
安
要
員
の
市

町
村
の
負
担
軽
減
（
国
の
補
助
金
制

度
の
新
設
）
」
「
豪
雪
地
に
お
け
る
公

共
施
設
設
置
事
業
の
補
助
率
の
引
き

上
げ
」
　
「
特
別
豪
雪
対
策
事
業
債
の

交
付
税
算
入
」
な
ど
を
陳
情
し
ま
し

た
。

》
松
代
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
」

　
を
視
察
す
る
一
行

▲
冬
期
孤
立
集
落
の
除
雪
体
制
の
説
明
を

　
聞
く
吉
川
委
員
長
（
左
か
ら
二
人
目
）
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黛O語つてて
　
　
　
つ

あ
逢

東京松代会広報担当

若　井　謙　一
　　（東京都大田区在住蓬平干場）

1月17日の新年会にて峰方の皆さんと（右端
が若井謙一さん）

　
こ
の
東
京
発
は
松
代
町
役
場
の
ご

好
意
で
、
松
代
・
峰
方
・
伊
沢
・
山

平
・
奴
奈
川
の
五
地
区
が
順
番
に
寄

稿
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

月
は
峰
方
の
番
で
す
の
で
、
私
が
書

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
一
月
に
は
、
東
京
松
代
会

の
新
年
会
が
東
京
渋
谷
東
急
ゴ
ー
ル

デ
ン
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
松
代

町
か
ら
も
関
谷
町
長
さ
ん
始
め
多
数

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
会
員
と
合
わ

せ
て
二
百
余
名
の
総
勢
で
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
三
十
年
、
四
十
年
振
り

に
懐
か
し
い
方
々
が
お
ら
れ
、
初
め

の
う
ち
は
ど
こ
の
ど
な
た
か
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
話
し
て
み
る
と

同
じ
村
の
人
だ
っ
た
り
し
て
、
誠
に

楽
し
く
す
ば
ら
し
い
新
年
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
、
例
に
依
っ
て

左
手
に
料
理
の
小
血
、
右
手
に
ビ
ア

グ
ラ
ス
で
満
員
の
ホ
ー
ル
を
回
る
。

　
　
　
　
　
　
め
　
で
　
と

明
け
ま
し
て
お
日
出
度
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
う
も
み
＼
本
年
も
よ
し
く
。

と
こ
ろ
で
お
前
さ
ん
ど
こ
の
人
だ
っ

た
か
の
？
…
。
つ
い
だ
り
、
つ
が
れ

た
り
し
て
話
が
弾
む
。
昨
年
の
夏
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
松
代
町
代
表
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
と
う

パ
ネ
ラ
ー
の
一
人
と
し
て
酒
々
と
発

表
さ
れ
た
公
民
館
社
会
教
育
主
事
の

樋
口
彰
君
。
今
回
は
ジ
ャ
ン
バ
i
姿

で
カ
ッ
コ
良
い
カ
メ
ラ
さ
ん
。
大
変

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
貴
殿
の
お
父

さ
ん
に
は
青
年
団
活
動
で
随
分
ご
指

導
を
い
た
だ
き
、
そ
の
ご
子
息
さ
ん

が
、
ま
た
立
派
に
な
ら
れ
、
時
の
流

れ
を
痛
切
に
感
じ
ま
す
。

　
商
工
会
会
長
関
谷
政
一
さ
ん
、
あ

　
　
　
お
や
じ
　
　
　
　
　
　
　
じ
っ
こ
ん

ん
た
の
親
父
さ
ん
と
は
大
変
呪
懇
に

し
て
い
た
だ
き
、
な
ど
と
三
十
数
年

前
の
話
し
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り

：
：
：
。

　
常
に
笑
み
を
う
か
べ
て
話
す
莇
平

の
高
橋
吉
治
議
員
さ
ん
。
私
が
知
っ

て
い
る
青
年
の
こ
ろ
の
理
想
が
、
イ

ヤ
情
熱
が
少
し
も
衰
え
ず
、
持
参

珍
味
「
ト
コ
ロ
の
焼
酎
漬
」
を
、
お

前
さ
ん
食
べ
て
み
ね
か
エ
、
と
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
タ
ッ
パ
を
広
げ
て
く
れ

た
。
オ
ラ
松
代
町
に
「
飛
行
場
を
造

り
た
い
」
。
町
長
か
ら
は
、
話
し
が
デ

ッ
カ
イ
ゾ
、
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ

ヨ
、
と
熱
っ
ぽ
く
語
り
、
私
も
韓
国

や
中
国
か
ら
近
い
将
来
、
通
学
通
勤

用
の
飛
行
機
が
東
京
に
向
け
て
飛
ん

で
来
る
と
思
っ
て
い
る
一
人
で
す
が
、

松
代
町
に
飛
行
場
と
は
聞
い
て
び
っ

く
り
玉
手
箱
。
し
か
し
、
後
藤
新
平

の
昭
和
通
り
に
次
ぐ
大
胆
な
発
想
、

四
季
が
実
に
鮮
明
で
水
も
空
気
も
う

ま
い
、
緑
り
も
豊
富
、
ス
キ
ー
も
バ

ッ
チ
リ
、
お
ま
け
に
温
泉
も
あ
る
、

生
活
環
境
抜
群
！
　
そ
ん
な
松
代
町

平成5年度
『松代お5町轟るεと会』会員募集

年会費　15，000円

特典1．年3回のふるさと便
　　2．町のイベント紹介

　　3．ふるさと情報
　　4．手作り特産品のあっせん

爵

r
・
響
　
　
　
　
と
　
　
島
軋

に
東
京
か
ら
飛
行
機
で
O
O
分
と
な

れ
ば
一
変
し
て
松
代
町
は
最
高
級
住

宅
地
と
な
り
、
第
二
の
田
園
調
布
と
‘

な
る
か
も
…
…
。
高
橋
さ
ん
の
腹
に

は
、
松
之
山
と
連
携
で
壮
大
な
ユ
ー

ト
ピ
ア
や
構
想
が
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
み
　
き

（
二
人
と
も
だ
い
ぶ
御
神
酒
が
効
い

て
き
た
）
．

　
次
の
催
し
に
は
、
一
人
で
も
多
く

　
　
　
　
　
あ

の
方
々
に
お
逢
い
し
て
、
楽
し
い
夢

を
語
り
合
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簿

　
　
難

味
燥
灘

穣
薦
藩

　
嚢
難

　
　
綴
蒙

　
　
罵
幽

　
鍵

　
癒
菜

　
禦
幽

　
蝶
叢

灘
繊
襟

　　　　　まつだい
＝＝　　松代おら町ふるさと会推進協議会

　　　　　　〒942－15　新潟県東頸城郡松代町大字松代3252－1

　　　　　　　　TEL（02559）7－2220　FAX（02559）7－2526

ゆ　斎　ゆ　斎　卿　斎　ゆ　塵　ゆ　斎　嘲 礎　㊥　斎　嘘　藁　曜　斎　嘘　魂》　ゆ　斎　㊥　幽　㊥　斎　喰　・斎　ゆ　斎噛蝕・・礎嫌　・斎　㊥
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　叉
を

　
短
　
歌

　
　
　
　
蕾

柿
の
実
の
一

へ
’
．
解

髭
　
’
蓼

鵬漁
．
鶉

野
石

A芯

　
　
　
　
　
つ
だ
に
な
く
小
鳥
ら
は

こ
の
雪
空
の
い
ず
こ
に
行
き
し

雪
の
面
に
降
る
雨
音
の
か
そ
け
く
て

濁
れ
る
川
の
怒
号
に
呑
ま
る

感
冒
に
か
か
り
て
な
が
き
雪
の
日
日

今
日
節
分
の
抜
け
し
青
空

桜
木
は
梢
に
華
と
雪
片
を
積
み
重
ね

つ
つ
蕾
育
む

　
俳
　
句

熱
燗
や
毒
舌
に
し
て
人
気
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

か
け
み
ず

懸
水
を
家
に
廻
ら
し
冬
籠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

珍
客
に
愛
す
大
炉
を
つ
く
ろ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

園
児
ら
に
豆
撒
く
吾
は
年
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

艶
の
あ
る
読
経
流
れ
て
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

訪
ぬ
れ
ば
門
に
踏
み
た
る
年
の
豆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

法
螺
貝
の
鳴
れ
ば
ど
ん
ど
に
人
の
寄

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

後
向
き
前
向
き
温
む
大
ど
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

息
と
め
て
筆
走
ら
せ
る
初
硯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

村
百
戸
各
々
好
み
の
豆
を
撒
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

長
期
予
報
外
れ
て
嬉
し
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

雪
静
か
妻
が
新
聞
た
た
む
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

色
白
を
茶
化
さ
れ
も
し
て
冬
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

寄
せ
鍋
の
大
き
器
の
ど
こ
持
た
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
ち

バ
汐
フ
ラ
イ
の
如
く
髄
が
泳
ぐ
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

ぱ
ち
ぱ
ち
と
静
電
気
脱
ぐ
冬
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

　
ゆ
る

空
弛
み
雨
が
窓
う
つ
寒
の
明
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

拾
う
子
の
な
き
福
豆
を
鼠
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

大
屋
根
に
湯
気
立
ち
上
る
寒
の
明
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

一
年
生
マ
ス
ク
の
か
げ
に
顔
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
た
ん

被
せ
ら
れ
し
マ
ン
ト
の
ゆ
る
き
釦
穴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

薯舞穿
県

．

和
寸

癖
耐

意
，

冒
ρ
，

↓
塾

多

海轄
し，へ生tさ
占わ入かん人
　取、　（7、
よ各う

　
　
　
　
　
　
　
く

こ
取
濯

串
改
巳
琴

書
巾
、
“

｝
涜
　
　
d
　
で
　
■
（
・

｝
矯
窮
＼
．
．
却
い
、
．

　
　
　
フ

o
　
易
．

　
　
　
6

　
嶺

嶺ω（遷牒

夢叉轡〃
　　　　　／　〆r一
　　　　　扇じ・』・，

多

　申き～　　　m

磯纏論4謡
＼　　臓ノ』

一
．
’
走

ー
A
一
ご
ー

庭
の
禦
蒸

鎌
踏
難
繋
璽
鐘
蒙
講
慧

　
暖
地
の
海
岸
に
野
生
す
る
が
、
古

い
時
代
に
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経

由
し
て
渡
来
し
た
と
い
わ
れ
る
。

654321

　
地
下
に
表
面
の
黒
い
球
根
を
持
つ

多
年
草
で
、
二
月
こ
ろ
に
花
茎
を
伸

ば
し
、
純
白
ま
た
は
黄
色
で
清
楚
な

花
を
聞
く
。

　
名
前
の
由
来
は
、
漢
字
で
は
水
仙

と
書
く
が
、
水
口
水
仙
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
こ
の
植
物
が
い
つ
も
水
の

　
　
　
　
　
　
近
く
に
あ
る
こ
と
か

　
　
　
　
　
　
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い

　
　
　
　
　
　
う
。
早
春
、
肌
寒
い

　
　
　
　
　
　
こ
ろ
に
咲
く
花
は
、

　
　
　
　
　
　
清
純
と
か
清
浄
と
い

　
　
　
　
　
　
う
言
葉
が
そ
の
ま
ま

　
　
　
　
　
　
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
な
感
じ
を
受
け
る
。

團
　
　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

　
●
ヒ
ン
ト
…
持
駒
の
香
は
な
か
な
か

　
　
出
番
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
1
0
分
で
3
級
、
5
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
角
金
香

一
二
三
四
五
六
七
八
九

呈

銀 と

ヨヨ 角

欝 乎

乎

　　　　　　　　oゑヂ冬）冬qき4：呈

馬（0鯛舞’勲二し茸マ彰二εコ取’ユ歪

・、ア銘準彰二召誰ヂ。「！吾獄1・、ユ正

回’箪堪二z気ヨ∋二1へ爵手ユ裂・、謀

毎茸マ財二1ε・4彰一ラコ圭雌〈躍鶴〉

　　　　　　　　　　。個袈士乙ユ

狂呈回1’正回’等三1’…≡＝1’彰

二rε’星図’箪彰ニニZ〈鵠ヨr琳鉢罪〉
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δ
～

（
び
て
わ
っ

　　　　あさひ
柳　　旭くん

　　5歳

犬伏　こやどん

’
●

，
●

無講　　鍵融≦

　　　　しすか
鈴木　静ちやん

　　5歳
松代としのや

　戦後、旧ソ連邦またはモンゴ

ル国の地域に強制抑留された方

またはそのご遺族に、書状・銀

杯を贈呈してお｝）ます。これら

の方々のうち、年金恩給や公務

員の共済年金などを受給されて

いない方には、併せて慰労金10

万円が支給されます。

　まだ請求されていない方は、

平成5年3月31日までにご請求
ください。

　〔請求書類の送付先・

　　　お問い合わせ先〕

平和祈念事業特別基金

　業務第2課

〒112
　東京都文京区大塚5－3－13

　　盈　　03－3945－4703・4707

なお、請求書類は都道府県・市

区町村の窓口に置いてあひ）ます。

砲
開

1会場・日程

○新潟市　県庁行政庁舎会議室

　　4月23日（金）　8月6日（金）

○長岡市厚生会館第1小ホール

　　6月11日（金）10月8日（金）

2時間　午前10時～正午

　　　　午後1時～午後2時30分

3持参するもの
（1）登録を受ける銃砲刀剣類

（2）銃砲刀剣類発見届受理証

（3）申請手数料　1件5200円

　　（新潟県収入証紙で納入）

　（4）印鑑

松
寿
大
学
に
入
学
し
ま
せ
ん
か

◎
今
凄
た
が
輝
く
と
星
涯
学
習

　
は
、
也
の
栄
養
で
す
。

◎
健
康
を
増
進
し
た
り
栄
養
を
高
め

　
る
な
ど
豊
な
生
活
づ
く
り
を
め
ざ

　
し
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
の
進
展
と
と
も
に
お

年
寄
り
同
十
の
交
流
や
老
後
を
い
か

に
生
き
る
か
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
松
寿
大
学
は
、
六
十
才
以
上
の
人

達
の
集
り
で
す
。
仲
間
と
語
り
映
画

を
見
た
り
、
人
の
話
を
聞
い
た
り
、

ま
た
趣
味
を
楽
し
む
た
め
い
ろ
い
ろ

の
学
習
の
場
で
す
。

　
平
成
四
年
度
は
町
内
二
七
地
区
二

ー
総

　
　
　
　
　
（
高
齢
者
生
涯
学
習
）

一
二
五
名
で
し
た
．
　
聰
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

一
、
松
寿
大
学
は
次
の
五
つ
の
目
的
　
　
　
　
　
　
浄
㌧
然
塗
灘
騰
、

　
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
灘
　
　
　
　
　
　
癩
棄
藤
桟
繋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
審
瓢
職
－
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
ノ
ゑ
ド
ミ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糀
　
　
　
　
　
　
　
・
羅
灘
・
－

　
ω
集
ま
っ
て
学
ぶ
楽
し
み

　
ω
集
ま
っ
て
友
と
語
る
楽
し
み

　
⑥
集
ま
っ
て
体
を
動
か
す
楽
し
み

　
ゆ
集
ま
っ
て
創
る
楽
し
み

　
㈲
集
ま
っ
て
自
然
に
親
し
む
楽
し

　
　
み

二
、
六
十
才
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

　
も
気
軽
に
仲
間
に
な
れ
ま
す
。
隣

　
近
所
の
友
だ
ち
を
誘
い
合
っ
て
入

　
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

三
、
入
学
金
は
年
間
一
、
○
O
O
円

　
で
す
が
、
新
年
度
は
大
学
の
バ
ッ

　
チ
及
び
名
札
を
作
り
ま
す
の
で
、

　
平
成
五
年
度
に
限
り
合
計
二
、
○

　
○
○
円
と
な
り
ま
す
。

四
、
学
習
会
場
は
、
松
代
町
総
合
セ

　
ン
タ
ー
、
ま
た
は
生
涯
学
習
セ
ン

　
タ
ー
（
清
水
小
学
校
）
で
す
。

　
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
月
一
回
位

　
で
八
回
か
ら
九
回
の
予
定
で
す
。

　
楽
し
い
研
修
視
察
旅
行
も
、
日
帰

　
り
と
一
泊
二
日
の
二
回
あ
り
ま
す
。

五
、
講
座
の
内
容
は
、
午
前
中
は
一

　
般
教
養
講
座
が
中
心
で
町
内
、
町

　
外
の
先
生
方
の
お
話
し
、
午
後
は

　
専
門
講
座
と
し
て
、

　
○
書
道
コ
ー
ス
　
○
切
り
絵
コ
ー

　
ス
　
○
樹
脂
ね
ん
ど
コ
ー
ス
　
○

　
俳
句
コ
ー
ス
な
ど
先
生
の
指
導
で

　
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。

六
、
年
一
回
の
文
集
「
い
ろ
り
」
を

　
発
行
し
ま
す
。
　
一
冊
一
、
○
O
O

　
円
で
頒
布
し
ま
す
の
で
ご
購
読
の

　
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

七
、
入
学
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま

　
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
　
「
入
学
案

　
内
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
連
絡
は
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　
松
寿
大
学
事
務
局
、
電
話
七
－
二

　
三
〇
一
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陵．

へ
，

国保の窓口より
◎お年寄りの一部負担金が

　変わります。

　4月1日より、70歳以上の老

人（65歳以上で障害1、2級者

を含）の一部負担金が次の様に

変わります。

外来診療の一部負担金（1ヶ月）

　3月31日まで900円

　　⇒4月1日以降1000円・
入院診療の一部負担金（1日）

　3月31日まで600円

　　⇒4月1日以降700円

◎出稼者の皆さんへ

　社保から国保に保険証の変わ

る人は、早めに届け出をお願い

いたします。

◎国保への届け出は14日以内に

こんなとき 持参するもの

国
保
に
加
入

他市区町村から転

入してきたとき

印かん、転出証明

書

他の健康保険を脱

退したとき

印かん、健保の離

脱証明書

生活保護を受けな

くなったとき

印かん、保護廃止

決定通知書

子どもが生まれた

とき

印かん、保険証、

母子健康手帳

国
保
を
脱
退

他市区町村へ転出

したとき
印かん、保険証

他の健康保険に加

入したとき

印かん、国保と健

保の保険証

生活保護を受ける

ことになったとき

印かん、保険証、保

護開始決定通知書

死亡したとき
印かん、保険証、死

亡を証明するもの

そ
　
の
　
他

馴多学のため、子

どもが他の市区町

村に下宿するとき

印かん、保険証、

在学証明書

㊥長期旅行などで

別個の保険証がほ

しいとき

印かん、保険証
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　平成5年5月16日（日）執行
予定の松代町長選挙の「立候補

予定者説明会」を下記の日程で

開催しますので、立候補予定者

本人、若しくは代理の出席をお

願いします。

　　　　　　記

日　時　4月15日（木）

　　　　　午後1時30分～

場　所　松代町役場　議員控室

　なお不明な点は、松代町選挙

管理委員会（役場内）までお問

い合わせください。

「点検を重ねて築く、火災ゼロ」

を合言葉に春の火災予防運動が

実施されます。一人一人が防火

意識を高め、不注意による火災

をなくしましょう。

　火の用心　6つのポイント
1、寝たばこやたばこの投げ捨

　てをしない。

2、子供は、マッチやライター

　で遊ばない。

3、風の強いときは、焚火をし

　ない。

4、天ぷらを揚げるときは、そ

　の場を離れない。

5、家の回ケ）に燃えやすいもの

　を置かない。

6、風呂の空だきをしない。

　平成4年火災件数
上越消防管内　53件　死者8人

松代所管内　　5件（出火消止

　　　　　　　め2件含む）
　火の用心・火の用心

　平成5年3月15日よン）、NT

Tの松代局と室野局の、119番着

信先が、現在の東頸消防署、松

代分遣所から、東頸消防署（安

塚）へ変更とな1）ます。

　また、一般電話については、

出動等の不在時、東頸消防署へ

転送されます。

　なお、松代分遣所からの火災、

救急出動及び一般事務について

は、何ら変更ありません。

火事、救急は119番へ

おちついて、はっきり、正確に

　火事です。　救急です。

場所は松代町○○部落です。

屋号は○○です。

世帯主は○○○です。

近くの目標物
　　　　　　　　　♂へ《（集会所、店、ポ　　　　、《46

ンプ小屋等）　　　’　9

を言ってください。．、へ

※一般電話の転送は、分遣所へ

電話され、不在時「こちらは分

遣所です。ただいま出動中です。

お急ぎであれば、この電話を東

頸消防署へ転送しますので、そ

のままでお待ち下さい」という

メッセージが入ります。

　　　　　　　　俗　療　　　　　　　　・甲．　、　・．
　　9　　　　　　　　4』“　　　肉　　　・　　　’『＿
　　・　　　　　　　、　　ぐ…　　0　9　　　　　　　　　　●　■　　　　　　　　　　　り　　　　　　c

　”一魅

　
　
、

汐
ザ

　　へ　　　㍉
ア

　　　ロ　　ドロ　　　　　ル　
ノリ　　　ぜじロ　　さ　　ヴリロ

、郭　　斗♪　し　鱒
よみ　　　　　

纏挽“≦初
、

二級ボイラー技士受験実技講習会のお知らせ

新潟B
5月11日・12日・13日

　（火）　（水）　（木）

タチバナビル

（新潟市東大通2－2－18）

上　越
5月21日・22日・23日

　（金）　（土）　（日）

上越地域職業訓練センター

（上越市高土町3－1－12）

（祖日本ボイラ協会新潟支部　TELO25－245－7535

・・ノ



＼
圏
ヲ

〆
㌧

　
松
代
町
の
み
な
さ
ん
元
気
に
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？
　
昨
年
の
五
月

号
に
載
せ
て
い
た
だ
い
て
、
た
く
さ

ん
の
方
に
「
広
報
ま
つ
だ
い
に
出
て

イ

蟻鐙　、ノ

撫
小松正隆さん（室野）

い
た
っ
け
ね
。
」
と
声
を
掛
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
松
代
町
に
お
け
る
”
広

報
ま
つ
だ
い
”
の
宣
伝
効
果
は
、
す

ば
ら
し
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
し

て
今
回
は
、
半
ぺ
ー
ジ
も
の
大
き
な

ス
ペ
ー
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
松
代
病
院
で
働
き
始

め
て
、
も
う
す
ぐ
一
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
の
間
に
、

松
代
町
の
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

ず
二
十
四
時
間
マ
ラ
ソ
ン
。
　
「
な
ん

ぎ
か
っ
た
！
も
う
絶
対
に
出
な
い
ぞ

！
」
と
、
心
に
堅
く
誓
い
ま
し
た
…
。

で
も
今
年
も
参
加
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
松
代
相
撲
。
私
に
と
っ
て

初
土
俵
で
あ
る
今
場
所
の
成
績
は
、

渋
海
部
屋
（
松
代
病
院
の
部
屋
の
名

前
）
の
新
弟
子
。
ま
た
、
部
屋
の
土

俵
入
り
の
際
に
は
、
チ
ャ
ン
コ
番
を

し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
横
綱
に
な

る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
修
行
が
足
り
な

い
よ
う
で
す
．

　
こ
れ
か
ら
、
”
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の

　
　
　
ま

陣
”
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
冬
の

陣
を
始
め
と
す
る
松
代
町
の
イ
ベ
ン

ト
に
、
積
極
的
に
参
加
し
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　男　2，493人　　（一6人）

　女2，弱6人（一3人）
　計5，049人（一9人）
世帯数1，518世帯（＋1世帯）

　出生0人　　死亡8人
　転入1人　　転出2人
　　　（5年2月末日現在）

一人口の動き一

圖
園
圏
國

▼
表
紙
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
　
「
広

報
ま
つ
だ
い
」
が
四
百
号
を
迎
え
ま
し

た
。
広
報
は
昭
和
二
十
三
年
九
月
十
日

に
、
　
「
松
代
公
民
館
新
聞
」
と
し
て
松

代
公
民
館
（
佐
藤
秀
雄
館
長
）
か
ら
発

刊
さ
れ
、
昭
和
二
十
九
年
か
ら
は
「
ま

つ
だ
い
」
と
名
前
を
変
更
、
昭
和
五
十

八
年
か
ら
は
主
幹
を
総
務
課
に
移
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
▼
当
初
は
B

4
版
の
ガ
リ
版
印
刷
で
し
た
が
、
そ
の

後
活
版
印
刷
と
な
り
、
昭
和
三
十
六
年

か
ら
は
B
5
版
に
変
更
さ
れ
、
写
真
も

掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
▼

綴
り
を
ひ
も
と
い
て
見
ま
す
と
、
昭
和

二
十
三
年
の
松
代
村
の
当
初
予
算
が
約

七
百
五
十
万
円
、
と
こ
ろ
が
イ
ン
フ
レ

で
約
百
七
十
万
円
の
追
加
予
算
を
組
ん

だ
こ
と
や
、
イ
ン
フ
レ
撲
滅
委
員
会
の

制
定
な
ど
、
終
戦
当
時
か
ら
の
暮
ら
し

や
歴
史
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

四
百
号
を
記
念
し
て
「
広
報
ま
つ
だ
い

縮
小
版
」
の
発
行
を
計
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
興
味
の
お
有
り
の
方
は
、
ぜ

ひ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

16

注
　
こ
の
原
稿
は
、
二
月
中
に
ご

　
寄
稿
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

画翻鋤團回
（1月26日～2月25日受付）

幸せ多い人生を（結婚）

柳　雅人・佐伯弥生さん

　　　　　　　（千年・森下）

ご冥福を祈ります（死亡）

関谷ハルエさん　　　77歳

　　　　　　　（松代・旭堂）

小堺イチノさん　　80歳

　　　　　　（儀明・中屋敷〉

関谷嘉吉さん　　　　80歳

　　　　　　　（松代・源八〉

柳　哲郎さん　　　　51歳

　　　　　　（小屋丸・上段〉

鈴木ミネさん　　　　77歳

　　　　　　（松代・藤田屋〉

小山政直さん　　　　85歳

　　　　　　　（桐山・中吾）

山奉ミトさん　　　82歳

　　　　　　　（犬伏・甚年〉
山口三男さん　　　　　　　　76歳

　　　　　　（福島・山口屋）

井上サトさん　　　78歳
　　　　　　（寺田・坂田崖〉

ずわこつ
）

　あか　　　ぬ

＊垢を脱ぐ

あかには、けがれ、よごれとい

う意味があり、そこから、汚名

をそそぐことの意。

　あきだる　　　おと　　　たか

＊空樽は音が高い

樽はたたいてみると、中身が入

っているものよ1）空樽のほうが

高い音がする。人間も同じよう

に内容がない人間ほどよくしゃ
　　　　　　　　　あさ　せ　　　あたなみ
べるということ。→浅瀬に仇浪

h
も
も
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